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は0.21~0.80 (0.55土0.25) ， (2) 16間の日常生活におけ
る動作項目に対する 4因子の因果係数は0.10-0.91 (0.72 
土0.21)， (3) 4因子に対・する日常生活の自立度の因果係
数は0.77-0.95 (0.87土0.08) ， (4) 日常生活の自立度に
対する身体機能の因果係数は0.54，であった.1El果係数は
すべて有意であり，探本分散に対するモデルの適合度は，
GFIが0.81，AGFIが0.76と比較的高い値を示した.
{まとめ}在宅高齢女性を対象として，パフォーマンス
テストで部定される身体機能と質問紙で測定される日常生
活の自立度との簡の因果構造を推定することができた. こ
の結果は，高齢者における日常生活の自立度が身体機能水
準の影響を受けていることを示すものと推察された.
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